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カワサキ文化公園（R7完成） ≪川崎駅周辺のまちづくりの動向図≫KAWASAKI DELTA （R3完成）

みんなの川崎祭（R5～実施）

・来場者数10.7万人（R7）

大宮町ウォールアート（R5完成）

SUPERNOVA KAWASAKI
（R5完成）
・エンターテインメントホール（ライブハウス）

小川町バス乗り場（R２完成）

北口通路(H30完成)

川崎駅北口通路LEDビジョンほか
駅周辺広告事業

川崎 府中線相 互通行化
（R8完成）

（R6～実施） （R2～実施）

川崎市本庁舎建替と
市役所広場の活用

（R5完成） （R7完成）
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少子高齢化・人口減少による社会構造の変化を
背景に、まちづくりの担い手を官民が連携して実施
することにより、より効果的・効率的な都市機能の
維持・確保につなげることが求められています。

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、都心オ
フィスなど「都市の過密」という課題が顕在化したこと
で、テレワークの導入促進やオフピーク通勤などこれ
までの都市における働き方や住まい方が見直され、
居心地の良い都市空間づくりが求められています。

 

自動運転技術など、革新的な技術の進展は、社
会や生活様式に大きな変化をもたらしています。市
民サービスの質の向上を図るため、行政分野におい
てもデジタル化の取組を行うことが求められています。

 

精神的な豊かさや健康までを含めて幸福や生きがいを捉え
る考え方が重視されてきています。また、地域の自然の豊かさ
や環境保全の状況、防災など都市や地域の生活環境は、地
域の持続可能性とともに地域住民の生活の質（ウェルビーイ
ング）を確保する観点からも重要です。

 

観光庁は、「インバウンド拡大アクションプラン」において、「外国
人観光客を呼び込む」という観点から更に視野を広げて、イン
バウンド需要をより大きく効果的に根付かせる方策を取りまと
めています。増加傾向にある訪日外国人への案内や資源の発
掘が求められています。

 

近年、まちなかにおいて多様な人々が集い、交流することので
きる空間を形成し、地域が有する歴史的資源を活用しながら
都市の魅力を向上させることが求められています。また、官民連
携による既存ストックを活用した歩きたくなる空間の創出が求
められています。
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凡例（人）

［川崎市作成］
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